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伊
藤
左
千
夫
生
誕
１
５
０
年
記
念

「
左
千
夫
ま
つ
り
」
開
催

伊
藤
左
千
夫
は
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
8
月
18
日
に
武
射
郡
殿
台
村

（
現
山
武
市
殿
台
）
十
八
番
屋
敷
に
伊
藤
良
作
・
な
つ
の
四
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
８
月
18
日
は
新
暦
に
直
す
と
９
月
11
日
。 

伊
藤
左
千
夫
生
誕

１
５
０
年
を
記
念
し
て
９
月
に
「
左
千
夫
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。

「無一塵」印

伊藤左千夫
(明治38年 左千夫41歳）

近
代
短
歌
の
鉄
人
と
称
さ
れ
、
斎
藤

茂
吉
・
土
屋
文
明
等
を
弟
子
に
持
つ
文

学
者
で
あ
っ
た
伊
藤
左
千
夫
。
で
は
、

師
正
岡
子
規
は
左
千
夫
を
ど
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』第
三
巻
第
十
号（
明

治
33
年
７
月
30
日
発
行
）
に
子
規
が
左

千
夫
の
家
（
本
所
茅
場
町
）
を
訪
ね
る

話
「
車
上
の
春
光
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
根
岸
の
子
規
庵
か
ら
左
千
夫
の

家
ま
で
の
人
力
車
か
ら
見
え
る
風
景
を

克
明
に
記
し
た
作
品
で
す
。

「
四
月
二
九
日
の
空
は
青
々
と
晴
れ

渡
っ
て
、
自
分
の
よ
う
な
病
人
は
寝
て

居
る
足
の
さ
き
に
微
寒
を
感
ず
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
格
堂
が
来
て
左
千
夫
の
話

を
し
た
の
で
、
ふ
と
思
い
つ
い
て
左
千

夫
を
訪
ね
よ
う
と
決
心
し
た
」。

子
規
が
左
千
夫
宅
を
突
然
訪
ね
ま
し

た
が
、
左
千
夫
は
出
掛
け
て
い
て
留

守
。
奥
さ
ん
が
方
々
に
使
い
を
出
し
、

左
千
夫
が
息
を
切
ら
し
て
帰
っ
て
き

て
、
左
千
夫
が
所
有
し
て
い
る
「
容
斎

の
吉
野
」、「
暁
斎
の
鴉
」
な
ど
色
々
な

絵
を
見
せ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

ふ
と
庭
に
目
を
や
れ
ば
「
松
が
四
、五

本
あ
っ
て
下
に
木と

く
さ賊
が
植
え
て
あ
る
。

塵
一
つ
落
ち
て
居
な
い
」。
庭
が
き
れ

い
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
た
様
子
が
分

か
り
ま
す
。
子
規
が
訪
ね
て
く
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
左
千
夫
は
、
子
規
を

迎
え
る
た
め
で
は
な
く
、
常
に
き
れ
い

に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
子
規
か
ら
「
無
一
塵
」
と
称

さ
れ
、
左
千
夫
自
身
も
「
無
一
塵
」
の

印
を
作
製
し
た
り
、「
無
一
塵
庵
主
人
」

と
号
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
規
は
『
竹
の
里
人
』（
明
治

33
年
）
に
左
千
夫
に
贈
る
六
首
中
に

「
お
茶
博
士
い
や
し
き
人
と
牛
飼
を
た

う
と
き
業
と
知
る
時
花
咲
く
」 

「
本
所
の
四
ッ
目
に
咲
け
る
く
れ
な
ゐ

の
牡
丹
燃
や
し
て
悪
き
歌
を
焚
け
」
他

四
首
あ
り
ま
す
。

左
千
夫
は
伊
藤
並
根
に
茶
道
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、子
規
か
ら『
お
茶
博
士
』

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
茶
の
湯
に
精
通
し
て

い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

資
料
館
の
左
千
夫
関
連
収
蔵
資
料
の

中
で
も
「
茶
の
湯
」
に
関
す
る
資
料
が

多
く
遺
存
し
て
い
ま
す
。

左
千
夫
の
戒
名
も
『
唯
真
居
士
』
で

「
茶
室
唯
真
閣
」
か
ら
取
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
茶
人　

左
千
夫
」
を
顕
彰
す
べ
く

年
２
回
左
千
夫
茶
会
を
平
成
13
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。　

 

師
正
岡
子
規
か
ら
「
無
一
塵
」
き
れ

い
好
き
、「
お
茶
博
士
」
と
呼
ば
れ
た

伊
藤
左
千
夫
を
再
考
す
る
た
め
に
、
資

料
館
に
来
館
・
記
念
事
業
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

愛蔵釜を見つめる左千夫
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生
家
開
放

通
常
で
は
入
室
厳
禁
の
伊
藤
左
千
夫

生
家
を
開
放
し
ま
す
。
築
２
２
０
年
の

趣
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
展

示
パ
ネ
ル
で
左
千
夫
の
生
涯
を
展
示
し

ま
す
（
９
月
１
日
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

工
事
の
た
め
資
料
館
休
館
）。

生
家
内
に
展
示
さ
れ
た
左
千
夫
の
パ

ネ
ル
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
２
日
㈫
～
30
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

※
生
家
閉
館　
９
月
８
日
㈪
・

　
16
日
㈫
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪

　
　
　
講
演
会

日　
時　
９
月
20
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

　
　
　
ザ
視
聴
覚
室

演　
題　
①
「
野
菊
の
墓
」
に
つ
い
て

　
　
　
②
「
左
千
夫
の
短
歌
」
に
つ

　
　
　
い
て

講　
師　
①
永
塚
功
先
生

（
伊
藤
左
千
夫
研
究
家
・
元

日
本
大
学
教
授
）

　
　
　
　
②
大
河
原
惇
行
先
生

　
　
　
　
（
短
歌
21
世
紀
主
宰
）

参
加
費　
無
料

　
　
　
　
映
画
上
映
・
コ
ー
ラ
ス
鑑
賞

松
田
聖
子
主
演
の
「
野
菊
の
墓
」

（
１
９
８
１
年
封
切
り
）
を
上
映
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
。

日　
時　
９
月
21
日
㈰

１
回
目

〈
映　
　
画
〉
午
前
10
時
～
11
時
40
分

〈
コ
ー
ラ
ス
〉
午
前
11
時
40
分
～
正
午

２
回
目

〈
コ
ー
ラ
ス
〉
午
後
１
時
半
～
１
時
50
分

〈
映　
　
画
〉
午
後
２
時
～
３
時
半

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

　
　
　
ザ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
左
千
夫
生
誕
１
５
０
年
茶
会

日　
　
時　
９
月
27
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
　
所　
伊
藤
左
千
夫
生
家

　
　
　
　
　
茶
室
「
唯
真
閣
」

募
集
人
数　
２
０
０
人
（
先
着
）

参
加
費　
無
料

　
　
　
　
左
千
夫
ゆ
か
り
の
地
散
策

〈
第
１
弾
〉

開
催
日　
10
月
15
日
㈬

集
合
場
所　
山
武
市
役
所

集
合
時
間　
午
前
９
時

帰
着
時
間　
午
後
５
時

散
策
先　
亀
戸
天
神
・
普
門
院

　
　
　
　
　
（
東
京
都
江
東
区
）

講　
　
師　
中
川
番
所
資
料
館

　
　
　
　
　
　
久
染
健
夫
先
生

募
集
人
数　
30
人

参
加
費　
２
０
０
０
円

募
集
開
始　
９
月
15
日
㈷

〈
第
２
弾
〉

開
催
日　
11
月
19
日
㈬

集
合
場
所　
山
武
市
役
所

集
合
時
間　
午
前
９
時

帰
着
時
間　
午
後
５
時

散
策
先　
子
規
庵
・
書
道
博
物
館

　
　
　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
）

講　
　
師　
子
規
庵
保
存
会
理
事

　
　
　
　
　
　
斉
藤
直
子
先
生

募
集
人
数　
30
人

参
加
費　
２
０
０
０
円

募
集
開
始　
10
月
15
日
㈬

申
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
４
７
５
(82)
２
８
４
２

※
開
催
行
事
は
変
更
・
中
止
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

12

3

45

『野菊の墓』初版
『野菊の墓』映画化記念植樹

「アララギ」

茶室『唯真閣』

亀戸天神本殿

う
　  

た




